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『原 始 』 と 加 藤 一 夫

—— 『原始』の位置と総目次——

松 陸

は じ め に

本誌前号において，私は加藤一夫の生涯を素描した。 
これまで，加藤については，その名前の大きさに比し， 
生涯さえ，正確にはあとづけられていなかった。 とり 

わけ青少年期の足跡については，正確さも詳細さも欠 
けていた。それを補ったのが前号の「土の叫び地の嘱 

き—— 加藤一夫の生涯と思想—— J である。
加藤にかんしては，著訳書 •論文にしても，また関係 

した新聞 . 雑誌にしても，生涯と同まにその全貌は明 
らかになっていない。現在でも，それをはたすことは， 

きわめてむずかしい。執筆量が多いこと，それに弾圧 
の対象になりやすい機関紙誌への執筆も多いことが， 
完全とはいかないまでも，一応形の整った著作リスト 

をつくることさえ困難にしている。戦 前 の 文 芸 .思 想  
関係の機関紙誌，そしてそれらの内容•総目次まで広 
く明らかにした小田切進編『現代日本文芸総覧』（上中 
下補完. 明治文献.196&~ァ8年）でさえも，加藤のかかわ 
ったものにかんしては，主 要 な 『科学と文芸』『原始』 
『大地に立つ』 のどれをも，取りあげることができな 

かったほどである。
本号では，前号で示したように，そ の う ち 『原始』 

を取りあげることにする。た だ 『原始』については， 
文 学 （史）の方面から，紅野敏郎が光をあてている。 

『原始』 の概要， と り わ け 「無産階級文芸雑誌」の重 
みをもつにいたるプロセスを紹介した「『無産階級文

芸誌』への移行-- 加 藤 一 夫 『原始』の 検 討-- 」
〔『学術研究一 総合編一 』20号，早稲田大学教育学部，1971 

年）がそれである。
そこで，本稿では紅野がふれた文学史的側面はでき 

るだけ避けて，そ れ 以外の問題点を取りだしつつ，

『原始』の総目次を紹介することにしたい。

1 . 『原 始 』 の 創刊

『原始』創 刊 号 〔1925年 1月 1 日）は，体裁が菊判雑 
誌 型 . 29頁 （広告頁を除く），定 価 が 20銭 （送料は5厘） 
であった。r加藤一夫個人雑誌」 として出発する。発 
行 所 は 原 始 社 （兵® 県武®郡芦屋643),印刷所は早稲田 
印 刷株式 会 社 〔東京市牛込区早稲旧鶴卷町362)であった。

印刷が東京で行われたのは，印刷を春秋社の協力に 
よったためである。『原始』は，の ち の 『大地に立つ』 
ほどではないが，參秋社と神田豊糖の援助を少なから 

ずうけて出発している。
『原始』は，『自由人』のような運動機関誌ではな 

いため，無料進呈は一切せず，すべて購読方式をとっ 

た。それでも購読料のみでは雑誌の維持が困難であっ 
た。加藤はくり返し，い か に 『原始』 と自らの生活の 
維 持 . 両立がむずかしいかを読者に訴え，購読料や力 
ンバをよびかけている。当然，個 人 誌 の 『原始』 に力 

を注げぱ，収入を得るための一般. 商業紙誌への執筆 
が制限されるので，加 藤 は 『原始』の刊行と家計維持 
の両立にも苦しんだ。そのため，『原始』の刊行では， 

神田に負うところが少なくなかったのである。
『原始』を創刊した1925年 1 月というと，加藤が関 

東大震災直後の混乱の中で東京を追放になってから， 
お よ そ 1年 4 力月たっていた時である。大震災前まで， 

労 働 運 動 • 社会主義運動における「ア ナ . ボル対立」
の一方の陣営を担ったアナキズムは，後退期に入って 

いた。「ア ナ . ボル」にかわって，同じ社会主義の中 

で 「社会民主主義とマルクス主參」の対立時代が始ま 
っていたのである。

もっとも衰退期とはいえ， こ の ⑩ 期 に も 『労 働 運
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『原始』と加藤一夫

動』 はじめ，労働運動.思想運動関係のアナキズム系 
機関紙誌は，長くは続かないが， くり返しfli行されて 
いる。その点で，昭和期以降とは逆に，大正末のアナ 
キズム系でとくに弱いのが文芸領域の活動であった。 
そこに投ぜられたのが， 『原始』 であった。 いうなれ 

ぱ，『原始』 は，加藤自身もその陣営に属していたア 
ナキズムの衰退期に，社会運動全般でもまだ弱い領域 

であった文芸を主たる課題に出発したことになる。

2 . 『原 始 』 の 意 味 す る も の

加 藤 は 何 故 「原始」のタイトルを使用したのか。そ 
れにどのような意味をもたせようとしたのか。それに 

ついては，創刊号でも， またその後も， しぱらくはふ 
れようとしない。わずかに第1巻 2 号 の 「ダダイスト 
の心理」において，r更生の新しい力をもつ異邦人」で 

あ る ダ ダ イ ス ト ニ 「原始的な現実人」にふれたり，ま 
た 第 1巻 7 号 「読 ん だ も の 中 よ り 」に お い て ，「本 

能は野蛮人である。原始人である。だが，その野蛮人 
の欲求は人間の最高の理想と一致するものではない 
力、」などと，間 接 的 に 「原始」のもつ意味を問いかけ 
ているのみである。

それを正面から取りあげるのは，第 2 卷 1 号 の 「原 
始に遺れ」にいたってからである。

そこで加藤は次のようにいう。原始とは，出癸と到 
着 ，初めと終り，素朴と文化，そのいずれでもあり， 
いずれでIもない。原 始 人 の 生 活 は 「極端に文化された 
る野蛮人」のそれである。 いうなれぱ， 「自足円満」 
f絶対」「虚無丄これが原始である。それは，都会的な 
るものを破壊して，再 び r士 ，自然.本来の郷士に遺 
る生活」によって達成される。「土は一切の科学の母」 
だからである。彼はその主張を次のように結んでいる。

「『原始』は何のために生れたか。生活に於いても， 
芸術に於いても，哲学に於いても，此の新たなるそ 
して千古不変の真理を伝ふべく，野に呼ぶ声となら 

んがためである。声は既にあがって居る。」 
このように加藤のいう「原始」 とは，たんに古ニ原 

始に戻ることでもなく，またそれを超えた文化•文明 
に拠ることでもない。現在は，古の本能と直覚，それ 

を超えた近代の法則と知識と科学が融合せず，徒らに 
人間とその生活に重荷を負わせ，疲労せしめ， 自 由 . 

独 立 • 創造性を失わせるだけになっている。「母なる 
大地」「土」を離れた結果が，そのような人間社会の 

厘 落 ，疲労，そして独立心の欠落を生んでいる， と，

彼は考える。
す で に こ の 「原始」の命名の論旨に， ま た 『原始』 

に掲載される数々の主張の中に，ほどなく加藤が镇斜 
する農本主義を想起せしめるものがうかがえることは， 
注意しておいてよいであろう。

3 . 『原 始 』 の 創 刊 以 後

1925年 1 月 に 出 発 し た 『原始』 は，終刊の1927年 4 

月まで28冊が世に送り出される。その間，いくつか重 

要な変遷'もたどられる。
まず担い手のひろがりにかかわる『原始』 の性格を 

みると，創TU号 か ら 第 2 卷 6 号 （1926年6 月）ま で は  
「加 藤 一 夫 個 人 雑 誌 丄 2 卷 7 号 （1926年 7 月）か ら 12 

号 （1926年I2月）ま で は 「加 藤 一 夫 編 輯 丄 そ の う ち 2 

卷12号 の み は 「加藤一夫編輯」に 加 え て r文芸雑誌丄 
残りの第3卷 1号 （192ァ年1月)'か ら 4 号 （1927年4 月）ま 

で が 「無産階級文芸^1誌」力’、，加藤自身の手で『原始』 
というタイトルの傍らに付される。 このようにサプ .

タィトルが個人雑誌から個人編集， さらに文芸雑誌に 

変わることは，たんに執筆陣が一人から多勢に拡大す 
るだけでなく，編集にも加藤以外の手が入っていくこ 

とを意味している。
以上の外に， とくに表紙に特集タイトルが付される 

ことがある。第 1.巻 5 号 の 「農村問題」「土の芸術丄 
第 1 卷 7 号 の 「7 月 特 別 号 丄 第 2 卷 1号 の 「一周年記 
念 倍 大 号 丄 第 2 卷 8 号 の 小 特 集 r『死の懷悔』読後の 
印 象 丄 第 2 卷11号 の 「創作号」力;，それである。

発 行 所 は 「原 始 社 丄 発 行 編 輯 者 印 刷 者 は r加藤一 
夫」と28号を通じて変わらないが, 発行地は変わる。創 
刊号と第2 号は兵庫県武®郡声屋643, 3 号 （1925年3 

月）と4 号は芦屋559 (59Sの誤植と思われる），5 号 （IMS 

年5月）か ら 8 号 （I925年8月）ま で は 声 屋595, 9 号 
〔1925年9 月）か ら 第 3 卷 4 号 （1927年4 月）までは東京府 

下武蔵野村吉祥寺2757である。
買 数 は 29頁 （創刊号）か ら 65頁 （第 3卷 1号）の間に 

不定である。それにあわせて，定価も通常は20銭，60 

頁前後に増頁のときは，25銭となっている。「無産階 
級文芸雑誌」 となる第3 巻 1 〜 4 号は56〜65頁とすべ 
て厚く，定価,も25銭となっている。

印刷所は，創刊号と第2 号 は 早 稲 田 印 刷 株 式 会 社  
(東京市牛込区早箱田鶴卷町362), 3 号から第2 卷 1号ま 

では小鳥印刷所（東京市小石川区初音町8 ) , 第 2 卷 2 号 
か ら 4 号までは白士印刷所（東京市神田区末広町18) , 第
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「三田学会雑誌」78卷 5 号（I985年!2月）

2卷 5号から12号までは清揚社（東京市牛込区弁天町157), 

それから第3 巻 の 1 〜 4 号は早縮田印刷株式会社に戻
っている。

この間，支部も各地に設けられ，懇 談 会 •交 流 会 な  
どが開かれている。それに加藤が出むくこともあった。 
1926年初めで，支部として次の17力所が報告されてい 

る （第 2巻4号)。

①東京市外 坪田譲治方
②同 芳 貧 融 方
③岡山市 森田棱夫方
④福島県 佐藤幸太郎方
⑤広島市 大前芳成方
⑥椅玉県 中 鳥 進 方
⑦静岡県 大 井 寿 方
⑧和歌山県 丸山一見方
⑨茨域県 寺田紀一郎方
⑯大阪市 白井新平方
® 同 広垣忠一方
@同 字都宮四志夫方
® 大阪府 河本乾次方
@豊橋市 川合陸郎方

⑯臭市 立花登滋方
® 長岡市 中沉臨川方

® 東京市 竹内愛国方

4 . 『原 始 』 の 特徴

性格や役割をふくめ，『原始』 の特徴をいくつか取 
りあげてみよう。

ま ず第1 に，一貫してアナキズムの色彩が濃く浮き 
でていることである。関東大震災後は，混池とした世 
相にも似て，加藤は自らの思想状況も混池としている 

ことを自覚する。それに対し， 自らの立脚点•居場所 
や目標を確認すべく， 白 紙 に 戾 っ て 「巡礼記行文」を 
言くつもりで，取りくんだのが，『原始』 であった。

にもかかわらず，創 刊 号 の 「私は一個のニヒリスト
である……。私はまた一個のアナアキストである..... 。
或は， さうした傾向をもったインテリゲンツイアであ 
る……。」（「発刊に際して」）といい， ま た 「カアペンタ 
アやルクリュウや石川三四郎なぞの生活，その心境が 

今，僕にもわかって来たのだ。静に，根強いものを僕 

も創造しよう。 …世人を相手に，評判や名声や利用 
やを気にしないで， 自分の仕事を自分一人でコッコッ 
とやり度いのだ。」（「雑記」）という中に， 当初から明

加藤または『原始』の兄弟誌 

快にアナキスティックな視点に立脚していたことがう 

かがえる。
し か も 「巡礼記行」が号を重ねるにつれて，一層ア 

ナキズムに傾斜していくのは，その搞カ者.執筆陣を 

みても， またアナキストと文芸戦線派= プロレタリア 
文学派との論争において，『原始』があげて前者の陣 
営に立つ論P?をはるのをみても，一層明らかになって . 

いく。 とりわけ1926年の後半からは，『原始』力’、文芸 
に お け る 「ア ナ . ボル」論争の先陣を切る役割を担う 

かのように，アナキズム文学の視点を明白にしていく。 
いうまでもなく文芸.芸術における自的意識性および 
文芸•芸術を政治やイデオロギーの従属的地位におく 
ことを否定し，その自然発生性•独自性を強調する視 
点である。

な お 加 藤 が 「声屋より」「吉祥寺より」等 で 紹 介 す  
る著* . 機関紙誌にしても， アナキスト•自由人のも 
の が 多 い こ と ， 自らも執筆する『虚無思想研究』や 
『虚無思想』を兄弟分とよんでいることも記憶してお 

いてよいであろう。
第 2 に，文芸が重要な柱になりつづけることである。 

この頃加藤は日本無産派芸術連盟などにも参加してい 
たが， しばらくは文芸や哲学や思想が雑居している。 
しかしその中で，核となっているのは文芸であった。
第 2 卷11号 の 「吉祥寺より」では，加 藤 は 「行く行く 
原始にもっと文芸的色彩を濃厚にし新しい運動の锋火 
としたい」 とまでいっている。それを実行に移すよう 
に，第 3 巻 に 入 る と 「お産階級文芸雑誌」をサプタイ 
トルにまで用いる。 もっとも，それに 対 し て は 「雑学 

の大家J 「居候の名人」 こ と 占 部 哲 次 郎 か ら は 「文芸 
雑誌だけは勘弁してくれ」 （「こんとらぢ一れ_!『原始』第 

3 巻4 号）とクレームをつけられるが。
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それに，文芸を核とするところから，労働運動や思 
想 運 動 に か ん す る 記 *. 論説が極端に少ないことも了 
解されよう。労働.思想運動の原理的な究明をなす論 
説なら掲載されるが，現時の運動にかんするものは， 

極端に限られる。だから近藤憲ニ，岩佐作太郎はじめ， 
当時のアナキズム系活動家，組 合 関 係 者 も ，『原始』 

にはほとんど登場しない。活動家の一人で神学校で加 
藤の後輩にあたるA 太舟三，あるいは石川三四郎が登 
場するときも，文芸論やアナキズムの原理的展開をな 
す主張をひゥさげての登場となる。

もっとも，加藤あるいは編集協力者たち力'、近藤たち 
を钟除したわけではない。次の記事にもみられるよう 
.に，むしろ石川や近藤らの参加をのぞんでいたふしも 
ある。「近藤憲ニ，岩佐作太郎，高橋新吉，椎名其ニ， 
官嶋資夫，下中弥三郎諸氏に今月は是非書いて賞ふ積 
りであったが， こちらの不用意や，直接に逢って意を 
通ずることの出来なかったりして， とうとう蹄切に間 
に合はなかったことは甚だ残念とする」（「編集後記」 
r原始』第 2巻9号)。 これはその後も実現されないが， 

そ こ に は 『原始』の性格の変化が看取されるであろう。
第 3 に，『原始』には，一貫してテロリストないしは 

生命がけの行為に走る言年アナキストたちに対する加 
藤のあつい思いが感じられることである。古田大次郎， 

中浜哲，村木源次郎，後藤謙太郎に対しては，「追悼」 
とは銘うってはいないが，明らかに追悼特集といって 
よ い 扱 い を し て い る （第 1卷3号，12号，第 2巻8号)。 
また古田や後藤， さらには河合« 左右，朴烈，金子文 
子，和田久太郎らについても， くり返し言及している。 
そのうちのいくつかを引用すれぱ，加藤のあつい思い 

がよく理解できるであろう。
r僕は10日と15日との両日，面会に行った。古田君 

の首がとぶ日までには今一度最後の別れに行って来 
るつもりで居る。恐らくそれについては諸君に報告 
したくても，何も出来ないであろう。ただ，古田君 
は非常に澄み渡った楽々とした気持で居ると云ふこ 
と位はこへに記しておいても差支えもなからう。」 
(第 1巻10号）

「ある死刑囚は秋の自然に憶れながら死んだ。彼は 
願はくぱ秋に死にたいと云って居た。そして秋のや 
うに寂しくしかし落着いて死んでしまった。」（第 1 

卷11号）
「私は断言する。近頃読んだものi うちで，古田大 

次 郎 君 の 『死の饿悔』 と文子さんの此の自叙伝とほ 
ど，私の心を動かしたものはないと。… 」（第 2卷

9号）
さらに古田については，「訣別」（第 1卷11号）や 「死 

の出発」（第 1巻12号）など，創作にまで筆をすすめて 

いることがとくに興味をひくであろう。
第 4 に，新人の発掘と登用に少なからず貢献してい 

ることである。百瀬ニ郎，本間巷一郎，江森盛弥，山 

中映村たちの登用がそれである。 とくに百瀬について 
は 「巻頭を飾った百瀬ニ郎君のステイルネルの政治思 
想it堂々50枚の研究論文だ。百瀬君は日本唯一のステ 
イ ル ネ ル 学者だ 」（第 1卷 9号）といい，また江森と山 

中 に つ い て も 「今月は私は自分で何も言かなかった。 

けれどもその代り笠に2 人の新人の作を推薦すること 
を得たのは私の衷心からの喜びである」（第 2卷6 号） 
とまでいっている。

第 5 に，いろいろの活動の中では，加 藤 自 身 は 『原 

始』をきわめて重視していたことである。『原始』刊 
行前後は，創作を多くものにしているが，加藤にいわ 
せれぱ，それはバンのためのものであった。それに比 

ぺ て 『原始』 は/レノのためのものではなく，従って収 
入に関係なく考察や研究の成果を発表する場と考えて 
いた。それだけに，『原始』 に全力投球もしたのであ 
った。

ちなみに，加藤は第2 卷 1号 （「吉祥寺より」）で，当 

時自らの仕事として取りくみたいことを「空想」 とし 
て次の4 点あげている。

① rバンのための長編小説を書く」 こと。② ニーチ 
= な ど 「い 本 の 翻 訳 を や る 」 こと。③ 「社会の各方 

面を実地に踏査研究して見る」 こと。④ 「さうした勉 
強や研究や考察から出たものを此の原始で発表する」 

こと。
その他，加藤自身も認めるように，彼は地方出身で 

ありながら，つねに東京にひかれ，そこに落ちつく居 
場所も見出せる気持になるほどなのに， 『原始』 の刊 
行 で は じ め て 「地方_!の視点を意識することなどは， 
前号でふれたので，ここではふれない。

5 . 『原 始 』 の終 刊

『原始』 の終刊号は確認できないが， これまで発見 
されている最終号は第3 巻 4 号;_(1927年4 月）である。 

創 刊 号 で は 「何時まで続くか鬼に角この雑誌を出すこ 
とにした」（「雑記」）という不安な気持もうかがえる力;，
3 号雑誌に終らぬばかりか，28冊を継続刊行したこと 

は，当時の思想• 文芸運動誌としては珍しいことであと
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『原始』の後継誌 

けではない。先の引用のあとに彼自身がいうように， 
春秋社の世界大思想全集の発案• 刊行など，重要な仕 
享も手がけている。

しかしこの期間が一つの静思. 黙想期になったこと 
もまちがいない。それほどに全力で『原始』にうちこ 
んだともいえる。 しばらくの静思.黙想なしには新た 

な出発もできなかったはどであったのであろう。次に 
く る 『大地に立つ』 にいたると，『原始』をおおってい 
たアナキズム的.ニヒリズム的な色彩はわずかしかう 

かがえなくなっていく。 とりわけ号を重ねるにつれて, 

イデオロギ一的意味でのアナキズムの色彩はほとんど 

みられなくなっていく。その点だけをみても，『原始』 
の終刊が加藤の思想と行動を転回させる契機になるこ 
とがうかがえるであろう。

6 . 『原 始 』 総 目 次

創 刊 号 （第 1巻 1号，192S年 1月 1 日，29頁）

発刊に際して

平 和 の 抱 擁 〔詩）

親 と 子 （詩）
手 手 手 手 手 〔詩）
あ る 日 （詩）
読んだもの&中から

-アルツイバーセフの結婚三部

-松崎実氏の長篇小説「扉」
-沖 野 岩 三 郎 君 の 「生れざりせば」

芦屋より
記

* 加藤S 身は詩とは鋳うっていない。 しかし感想詩をふ

(J632：)

r三田学会雑誌」：

った。 しかも注意処分はうけたが， しばしぱ誌面から 
もうかがえるように，十分計算して発禁をうまく免れ 
たことも，長く継続しえた理由の一つであった。

それにしても，第 3 卷 4 号は，終刊号というには余 
りに唐突で，終刊を思わせる記事を見出すことはまっ 

たく不可能である。む し ろ 「無産階級文芸雑誌」をス 
ローガンにしてからは，頁数も増やして60頁前後を維 

持する態勢をつくりあげ，いかにも活気あふれる様子 
さえうかがえる。第 3 巻 3 号 （「編輯後記」）で は ， 「声 
援ますます多く，『原始』はいよいよ，根 広 く な る 。 

痛快なる展開だ」 といい，終 刊 号 〔「編輯後記」）では， 
「『原始』はいよいよ健康だ，そして健闘だ，そ し て 1 

号， 1 号，われわれの陣屋が拡張され，鼓舞され，そ 
して進出だ」 とまでいゥている。その点では文芸戦線 
派との対抗を意識し， プロレタリア文学論を否認する 
全プロレタリアの解放と芸術の独g 性論を掲げて，本 

格的に活動しだした矢先の終刊であった。
ただ気になる点もいくつかある。そ の 1 つ は 第2 巻 

の中頃から，加藤自身の筆力湖っていること， とくに 
第 3 卷 4 号 に は 恒 例 の 「吉祥寺より」 もなく， まった 
く筆をとっていないことである。 も う 1 つは，それを 
うけるように第2 巻の後半，たとえば2 卷 9 号では加 

藤が旅行と多忙のため，获原四郎，江森盛弥，那河川 
敏，松本淳三の4 人が編集にあたったのをはじめ，以 
後ずっとこの4 人ないしはそのうちの2, 3 人が編集 
に搞力し，r編輯後記」 も担当していることである。

「無産階級文芸雑誌」 というサプタイトルからみて 
も，また執筆陣をみても，『原始』が途中から個人誌 
または個人編集の枠を超えてしまうことは明らかであ 
る。それに，時とともにアナキズム.ニヒリズムの色 

がー層濃くなる点で，個人誌的な性格よりも， アナキ 
ズム系の文芸を中心にした総合誌の性格をそなえてい 
く。かくして個人誌としての特色の喪失によって，第 
3 巻に入ると，『原始』 の当初の役割が終りつつあっ 
たことも否定できないであろう。

『原始』 は や が て 『大地に立つ』 にひきつがれるわ 
けであるが，『大地に立つ』の刊行までの2 年半を，加 
藤は次のように述懐する（「手紙代りに(1)」『大地に立つ』 
創刊号，1929年10月）。

「2 力年半つづけた『原始』をやめてからと云ふも 

の， 自分は殆ど何も言かなかった。言かなかったの 
は自分の思想が幾分動揺して居て決定的な何ごとも 
云ひ得ない状態にあるのを感じたからであった0」 
もちろん， この間，加藤が何も仕事をしなかったわ
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第 4 号 〔第 1卷4 号，1925年3 月 1 日，30頁）

巻頭言-- ニーチェ
駕—— 未来の青年に献ぐ（詩）

社会的疾患の根本原因
読者欄—— 上田起同，武居直人，荒弁言三郎，官本熊 

捕，吉田金重，士井喜久雄，中本弥三郎，小川龍一， 
伊藤生，外山照——

表現派芸術の本實 
芦 屋 よ り '

* 発行日は4 月 1 日とすべきところを3 月と誤まったも 
のと思われろ。印刷は1925年 3 月28日となっている。

第 5 号 （第 1卷5 号，19M年5 月1 日，32頁，「農村問題J

『原始』創刊号表紙
くめ，詩の形式をとっているものを，便宜のため，すべIS

て （詩）と注記する。

第 2 号 （第 1卷 2号，1925年 2 月 1 日，31頁）
ダ 、*イストの心理 

正月六日の夜ふけ（詩）
燃 焼 （詩）
悩 み （詩）
手 と 目 く ら （詩）
生と死と生活に就いての考察 
読んだものの中より 
-- 力 イ ゼ ル の 「瓦斯」

芦屋より 
雑記

第 3 号 （第 1巻 3号，！925年3 月 1 日，30頁）

巻頭言-- スァィルネル

アナアキストの死 

雪 （詩）
龍 顔 （詩）
欲 求 （詩）
解放か自我獲得か 
死んだ村木君と後藤君と 

鉱 夫 の 歌 （詩，後藤謙太郎）
芦屋より

* 「巻頭言」：は筆者が付したもの。実際には無題である。
4 号も同様である。ただし5 号以降は加藤自身が「巻頭
言」を付している0

「土の芸術」特集）
トルストイ巻頭言 

田 園 の 春 （詩）
農村の衰微と都市の繁栄

読者欄—— 中山秀志，武内初太郎，赤石憲太郎, 坪田 
譲治——

読んだものX 中から

-- 白 鳥 省 吾 君 の 「土の芸術を語る」
—— 阪 中 正 夫 君 の 「六月は羽搏く」
-- 高 橋 彰 三 君 の 「白紅」
客と語る-- 芸術と社会運動-- 琉球とコンマーシャ

リズム--

声屋ょり

第 8 号 （第 1卷6 号，1925年6 月1 日，30頁）

巻頭語—— 老子 
恋 の 韦 鐘 （詩）
東 京 ょ （詩）
都 会 （詩）
都 会 と 私 〔詩）
'メ ユ • デ ユ イ （詩）
戦ひの日-- 序曲--

農 民 生 活 の 実 状 山 本 潔
読者欄-- 繁田浅ニ，田中主税--

現実主義と反現実主義 

芦屋ょり
* これは第5号 rft村問題J 特集に对する読者の言信の 
一 3を紹介したものである。

第 7 号 （第 1卷7号，1925年7月1日，「7月特別号丄42頁）
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r三田学会雑誌」78卷 5 号（1985年12月）

巻頭言 アルツ イ バーシ ;

戦ひ—— 戦ひの日改題——

戦 ひ と 平 和 （詩）
読者欄—— 足立かほる，秋田生, 中村遺一,横浜生——  

読んだものの中より 

—— コント物及びその特質
リステ ロ マ ン テ ィ ス ト

—— オニール戯とリアリズムの問題

—— アルツイバーセフの小説エゴイストの革命観

声屋ょり

第 B号 （第 1卷8号，1925年 8月1 日，32頁）

巻頭言—— 列子 
色彩のオーケストラ（詩）

戦ひ—— 前号につi： く

加 藤 一 夫 小 論 内 藤 辰 雄
力 ナ リ ヤ 坪 田 譲 治
貧と病との朝（詩） 後藤賢太郎
レイモントの「農民」 田中緩子

読者欄—— 啼 い た 阿 呆 藥 平 田 千 代 吉 ，千代春富，由
井陽，本間生，細田東洋馬--

声屋より

第 3号 （第 1卷 9号，1925年 9 月 1日，30頁）

巻頭言--- 夫
スティルナアの政治思想百瀬ニ郎 

無音の凯歌（詩） 松本淳三 
都会の描線（詩） 安岡黒村 

新 居 （詩） 加藤'^夫
煤 け た 淫 売 婦 （コンポジション. A ) 壶井繁治 
狂 へ る 家 （コンポジション. B ) 壶井繁治 

詩 私 感 野 村 吉 哉  
生田君の重農主 義 芸 術 論 一 夫  
吉祥寺より

第1Q号 〔第 1卷10号，1925年10月 1 日，32頁）

虚 無 思 想 序 論 加 藤 一 夫  
新 感 覚 派 芸 術 加 藤 一 夫  
夜 業 〔詩） 中村遺一

田園小景（詩） 获原四郎 
銀 座 に 立 つ 本 間 巷 一 郎  

生 命 賦 （詩） 中山秀志 
タンタンタンタツフン高橋新吉

閑 日 川 崎 長 太 郎  
東 京 と 自 分 と 加 藤 一 夫  
震 災 の 頃 加 藤 一 夫  
自 分 の 一 面 加 藤 一 夫  

吉祥寺ょり
* 目次では「虚無思想考察序論一 新感覚派芸術批半IJ一 

. 一J と一本の論説となっている。

* *中村遺一作と思われる。

第n 号 （第 1卷11号，192S年11月1 日，32頁）

幻 影 と 実 在 一 夫

訣 別 加 藤 一 夫
地 の 騒 音 武 内 初 太 郎
調 べ 室 （喜劇） 伊藤あ
暗い憎念（詩） 平田千代吉
追んだせ追んだせ（詩） 加藤一夫

虚 無 〔詩） 加藤一夫
赤い陽のもとに放浪ふ（詩） 大野平凡
漆黒な出発（詩） 矢ロ洋之
參♦ ( 詩） 遠地揮武
雑 草 （詩） 今泉英夫
歴 史 の 必 然 性 に 就 て 村 松 正 俊
個 人 性 と 社 会 性 加 藤 一 夫
迁潤後援会記事
吉祥寺ょり

* この記享は，穴埋めに入れたと思われるが，病気と貧 

困に見舞われている迁潤を援助することを目的とする後 

援会の結成を知らせ，資金カンバをよび力せたものであ

第12号 （第 1卷12号，1925年12月1 日，34真）

虚無思想とデカダン—— 巻頭言—— 一夫 
死 の 出 発 加 藤 一 夫  
文壇のフイリスチュズム加藤一夫 

新 文 芸 の 題 材 と 表 現 加 藤 一 夫  
新過去帳覚* H 中浜哲
-- 菊を險うた渠
—— 不死鳥跳躍 
吉祥寺より

第13号 （第2巻 1号，1926年 1月1日， 54頁，「1周年記 

念倍大号」）

新 年 の 言 葉 加 藤 一 夫  
原 始 に 遺 れ 加 藤 一 夫
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森 （詩） 加藤一夫 

共 有 林 売 却 加 藤 一 :^

露の宿から（詩） 大野平凡 
觸 章 壶 井 繁 治
ダダイズムと構成主義〔明日の文芸の考察） 本間巷一郎 
新プロ文学 に 就 い て 松 村 言 き 郎  

ル ン ペ ン 知 識 階 級 新 居 格  

我 を 指 し て 語 る 小 野 十 三 郎 ’

ら ん た あ ん わ • ゐ  
大 森 だ よ り 室 伏 高 信
ソレルとニ イ チ :n 百瀬ニ郎

吉祥寺より 

第14号 （第 2卷 2号，1926年 2 月 1 日，33頁）

雑 惑 那 河 川 敏
ニイチェと

吉祥寺より

レ ル （1月号より続く） 百瀬ニ郎

巻頭言 アルツイバーシェフ

第18号 （第 2卷4 号，1926年4 月 1 日，38頁）

文 壇 の 政 党 化 一 夫
農民の夢—— ノン•バアティザン. リーグについて——  

加藤一夫 
停らぬ心（詩） 安岡黒村 
ある生活の断片（詩） 大野平凡 
生の芸 術 と そ の 変 装 加 藤 一 夫  

—— 加藤介春君の眼と眼 
—— 中 村 孝 助 君 の 「土の歌」
通俗，非通俗の境一 r生に寄する波」を読みて——  

龍田秀吉
.ゴイズムと虚無思想— ア ル ツ イバ ー シェ フ の思 想 徹底 自 然主 義 者 —— アルツイバアセフと加藤一夫-

について—— 加藤一夫 

瀬死の者い鳥〔詩） 江森盛弥 
大 事 件 （詩）
故 鄉 （詩）
土に宿る悲しみ（詩） 関水重雄 
村 に 襲 ふ 波 河 村 柳 男  
政 治 の 意 義 と 本 質 新 居 格  
不 入 斗 だ よ り 室 伏 高 信  
何 を 碎 か む 坪 田 譲 治 ,

吉祥寺より

第15号 〔第2卷 3号，1926年 3 月 1 日, 32頁） 

巻頭言 ルッソオ

虚無思想の肯定性—— 虚 無思想 前 派 • 虚 解 思 想 • 虚無
思想後派-- 加藤一夫

無題 ホ ッ テ ン ト ッ ト

家 （詩） 和田信義
ある詩人の詩（詩） 江森盛弥
私 〔詩） 細谷源太郎
私 . 黒 旗 • 彼女と群集（詩） 山川景太郎

夜 の 道 （詩） 関水重雄
太陽と地球（詩）
ニ ヒ リ ズ ム の底流~■人生の悩みにある人達に送る 

—— （詩） 安岡黒村 
襄民詩其他（詩） 留木京之助
自由の宇宙的基礎-- ポオル

靑龍刀
重 農 主 #芸 術 に つ き 芳 賀 融

ジル—— 石川三四郎

河村柳男 
施 療 病 院 か ら 本 間 巷 一 郎  
二 等 車 吉 田 武 三  
思 ひ 出 の 日 吉 田 4 重 

吉祥寺より

第17号 （第 2卷 5 号，1926年5 月 1 日，33頁）

巻頭言—— メ一 デ一 と無政 府主義者フリードリヒ .

ギ オ バ 新 居 格 訳  
桜 散 る 加 藤 一 夫  
彼 進 藤 遠
死 屍 の 血 を 奪 ふ も の 山 中 映 村

墳墓清净--- 幕 五 場 河 東 称
影 获 原 四 郎
ヘ ル ツュ ンの 生涯内 山賢次  

r月 夜 の 樊 を 読 む 加 藤 一 夫  
崩 壊 過 程 に あ る 文 壇 芳 賀 融  
春 日 漫 談 松 本 淳 三  
吉祥寺より

第18号 （第 2卷6号，1926年6 月 1 日，38頁）

思 想 的 無 力 一 夫  
新 作 家 推 薦 加 藤 一 夫  
日 本 の 丘 江 森 盛 弥  
ダイナ マイト心中山中映村 

田園哀歌（詩） 山本潔
赛懲のつのる日—— 俺は完全なローマンチイストだつ 

た—— （詩） 遠地輝武
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街頭に出る事の意義—— 西川勉氏の「文学と社会運動」
を読んで-- 松村言寿郎

五 十 公 野 君 の 『農民』 山川亮 
手 紙 縣 村 吉 哉  
こんとらぢくとらト部哲次郎 

吉祥寺より

第19号 （第2卷7号，1926年7 月1 日，39頁）

文 壇 の 社 会 的 地 位 一 夫
タマの復活へ—— 随想録の--- 加藤一夫
ゆううつの键幡〔詩） 南沢生一 

厥と紋〔ニヒリズム教会一年生の童謡）

アイルランドの生んだプロレタリア新戯曲作家—— シ 

ーン . オ ' . カツセイのこと—— 加藤一夫 

『金』を 読 む 吉 田 金 重  
新しき 詩壇の発見と創造芳賀融 
前 号 の 創 作 获 原 四 郎  
も の ろ ぎ や 迁 潤  
孤 虎ぢ く と ら ト 部 哲 次 郎  
旗 を 振 る 狂 人 衰 井 繁 治  
北 海 道 ？ 大島万世 
吉祥寺より

第20号 （第 2卷8号，1926年 8月1 日，49頁）

絞首台よ—— 古 田 大 次 郎 遺 著 「死の懷侮J より——  

生活態度上に於ける虚無思想の応用性一 随想録の 

ニ一一 加 藤 一 夫 ’

消費組合 と無 政府主 義新居 格 
政 治 家 と 蒼 提 中 西 伊 之 助
自由な飛躍を—— 自由連合の闘士へ—— （詩） 平田千 

代吉
空 腹 に迫 る 淫 愁 草 野 新 平  

生を凝視するす が た 大 野 平 凡  
士 を 險 ふ 高 畑 徳 雄  
C O N T R A D IC T R A ト部哲次郎 

茶 話 漫 談 あ べ こ べ 集 内 藤 辰 雄
ロマンチックな挿話レフ •ヤマカフ 山川亮訳 

朝 龍 田 秀 吉
古田大次郎獄中記「死の懷悔」読後の印象—— 諸 
家--

純 真 な る 告白に打たる高皇素之 

古 田 君 の 態度を偶ぶ布施辰治 
此の 子 此 の 親 山 崎 今 朝 弥  

「死の懷侮」を 読 ん で 小 野 十 三 郎

「死の饿侮」 と 「亡父」の こ と 本 間 巷 一 郎  
『死の饿侮』読 後 に 柳 田 泉  

出 版 者 と し て 神 田 豊 糖  

人 間 の 声 古 館 清 太 郎  
彼 の 魂は 何 を語 る 竹 内 越 村  
新 し い 聖 * 加 藤 一 夫  

吉祥寺より

第21号 〔第2巻9号，1926年 9月1 日，49夏）

無限の寂家一 一 「死の懷悔」について一 江ロ澳 

過去 の 心 （詩） 村松正俊 
厭世者の手記〔詩） 高群逸枝 
—— 厭世者の手記 
—— 花咲く谷 
応 接 室 （詩） 获原四郎 
俺は不愉快だ（詩） 江ま盛弥 
南京虫の一杯つまった袋の詩〔詩） 获原恭次郎 
虚世思想と日本主義の調和の原理古谷栄ー 

「僕の思想J といふ事 に就 て松本 淳三 

朝 の 聖 者 野 村 吉 哉  
旅 窓 雑 筆 加 藤 一 夫  
も の ろ ぎ や 迁 潤  
こんとらぢくとらト部哲次郎 

吉 祥 寺 よ り 一 夫  
編 輯 後 記 C获原，江森，那阿川，松本）

第22号 （第 2卷10号，1926年10月 1 日. 35頁）

農 村 問 題 の 眼 目 加 藤 一 夫  
泣き叫び泳がう（詩） 高橋新吉 
迫害と反抗（詩） 生田卷月 
手紙死ねり（詩） 多田文三 
山焼ける（詩） 大沢重夫 
無 政 府 主 義 者 の 手 帳 新 居 格  
プロ文学を中心にし て 芳賀融 
こんとらぢくとらト部哲次郎 

空IIの 禍 岡 本 潤  
ひと言
予 言 の 街 井 東 憲  
水 神 ヶ 淵 里 村 欣 三  
吉祥寺より 
編輯後記

第23号 〔第 2巻11号，1926年11月 1日，40頁，「創作号」）

妻 高 群 逸 枝
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『原始』と加藤一夫

-西洋文化を獄飛

乞 食 本 間 巷 一 郎  
港 堀 田 昇 一  
飯 場 小 屋 （一幕） 山中映村 

屋 根 裏 （詩） 竹内越村 
失 題 〔詩） 竹内越村 
巨人と死神（詩） 小野十三郎 
ス ネ の毛 を刹 る 広沢 一 雄 
こんとらぢくとらト部哲次郎 
循環論証の新世界観と錯覚自我説-

ぱす文献—— 津田光造 
吉 祥 寺 よ り 一 夫  
編 輯 後 記 鼓 原

第24号 〔第 2卷12号，1926年12月 1 日，35頁） 

プロレタリアの文芸の回顧と展望加藤一夫 

左値右値の日本的意義を插め古谷栄ー 
綠の太陽（詩） 遠地輝武 
水雪の山岳に結晶したい（詩） 千葉勝男 

うづく（詩） 石野重道 

或る友の手紙に返事する（詩） 江森盛弥 
雪はすぐ消えるんだが（詩） 五十嵐久弥
ひとりの思想-- 野村吉哉君に-- （詩） 児玉勉伍
宰 相 の 錯 覚 入 交 総 一 郎  
あ る低迷期の一つ松村善寿郎 
左 様 な ら 族 原 四 郎  
吉 祥 寺 よ り 一 夫  
編 輯 後 記 狭 原

第25号' 〔第 3 巻 1号，1927年 1月 1 日，65頁）

巻頭言
無 産 階 級 芸 術 論 の 根 本 問 題 （又は所謂プロレタリア文芸

はプルジョア文芸であるといふ新説） 伊福部蔭輝 

無政府主義運動史—— 合衆国に於けるそれの略史——

新居格
自然発生と目的意識小野十三郎
プ ロ 文 学 論批 判秀 賀 融
愚かな夢〔詩） 生田參月
夕日を背に浴びて（詩） 矢ロ洋三
想像の下に眠らう（詩） 狭原四郎
土 の 権 威 石 川 三 四 郎
真正社会学的方法論を確立せよ大機憲ニ
文芸時惑—— （創作月評）—— 古館清太郎
農民自治主義の理論一 都会中心政治主義のロシア共

産主義の否定—— 中西伊之助

あ ぷ じ ひ た ト 部 哲 次 郎  

一 時 代 加 藤 一 夫  
金 魚 坪 田 譲 治  

膝 禍 江 森 盛 弥  
田 舎 出 の 女工 高 群逸 枝  

吉 祥 寺 よ り 一 夫  
編輯後記

第26号 （第3卷 2号，1927年 2 月1 日，57頁）

巻頭言—— クロポトキン，内 山 賢 次 訳 『倫理学』 より

プロレタリア文学に於ける超個人主義思想の問題加 

藤一夫
プロ文芸運動の認識錯誤につき—— より正しき文芸運 

動の展開の序読—— 芳賀融 
アナキズム文学小論—— 二三の誤解に対する検討——  

麻生義
昨日の部屋の入口に立つて戸を閉めろ！（詩） 获原恭 

次郎
故郷の句ひ（詩） 広沢一雄

原 始 語 伊 福 部 ，芳賀，获原生
村 松 正 俊 氏 の 「都会趣味芸術論」批 判 伊 福 部 隆 輝
あぶじひだ（続） ト部哲次郎

文芸時惑—— 創作月評—— 古館清太郎
一 つ の 立 場 か ら 壶 弁 繁 治
き野氏に疑を質す—— 『自然生長と目的意識再論』を

読みて-- 桑島政寿

猛 獣 使 ひ 高 橋 新 吉  
四 つ の 古 典 的 な 断 飯 田 豊 ニ  

吉 祥 寺 よ り 一 夫 ，振太刀生

第 27号 C第 3卷3号，1927年 3 月 1 日，59頁）

非镜調主義-- （ガンチ'ィ全集より）---

無産文芸の成立と共産派文芸の不成立村松正俊 
文 芸 運 動 と 文 芸 加 藤 一 夫  
前 衛 批 判 小 野 十 三 郎
都市と地方との近代的対立について和田伝 
原始語
金策と腹愈（詩） 多田文三
.自由人（詩） スペイン •プラースヶ . デ • ペ ド ロ 本  

名隆次訳
文学理論におけるアナキズムとボルセグイズム麻生 

義
P出! 政党文芸一 藤森，林 ，小堀，蔵原の諸氏に与ふ
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—— 获原四郎 
根本問題の根本的認識不足—— 伊 福 部 君 の 「無産階級 

芸術論の根本問題」に 驳 す 一 一 遠 地 輝 武  
何が彼等をさうさせたか（詩） 江森盛弥 

読者陣
—— 文芸戦線第1 回テー ゼの 解 剖能 智 修弥  
—— 認識 錯 誤者 今 野氏 へ 平田 茂
-- 寸 惑 一 愛 読 者
—— 娃 蜂 小 須 田 蒸  
—— 文明地獄（詩） 服部豊 
— 東 京 は 伝 染 す る 五 十 嵐 久 弥  
況は れ た 人 々 古 館 清 太 郎  
悲 し き 家 望 月 百 合 子  
堀 村 田 千 秋
人 生 に 就 い て 本 間 巷 一 郎  

吉 祥 寺 よ り 一 夫  
編輯後記

第28号 （第3卷4号，1927年4月1 日，61頁）

巻 頭 言 一 ク ロ ポ ト キ ン 「相互扶助論J より 
中世主義の文学論—— （回顯的風潮を排撃せよ）——

麻生義
門 外 漢 の 見 た る 無 産 文 芸 の 問 題A 太舟三 
ダダイズムとアナキズム文学の推移及びその観点获 

原恭次郎 
リゴリストの芸術掠評高橋勝之 

疲れた奴謙（詩） 大道寺浩ー 

此 奴 （詩） 野川隆
無産階級文学の題材的飛躍小野十三郎 
襄 民 文芸の本質について高群逸枝 
小説家藤森成吉を葬る迁本浩太郎 
正当プロレタリア文学とは？ 奈良幸夫 

馬 商 人 ジ ュ オ ル シ ュ . ア ュ ア メ ル 和 田 伝 訳  

玉 川 村 か ら 加 藤 朝 鳥  
こんとらぢ 一れト 部哲次 郎 
ボルセヴィズム文芸の崩壊川合仁 

ぎ を 登 る 盖 井 繁 治  
ボーイスカウトの隊長和田信義 

町 の 骨 組 获 原 四 郎  
編輯後記

(経済学部教授）
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